補聴援助システム合理的配慮申立書
補聴援助システムにおける教育機関での別紙２

給付又は貸付け等の可否について

　補聴援助システムは、基本的に話者が使用するワイヤレスマイクと補聴器装用者が使用する受信機から構成されますが、これらについては補装具費支給制度による支給より教育機関等による合理的配慮による対応が優先されます。
　そのため、実際に使用を想定されている教育機関等におかれましては、下記の確認事項についてご回答をお願いいたします。

【確認事項】
貴機関において、貴機関の合理的配慮により補聴援助システムの給付又は貸出等ができますか。（いずれかに☑を入れてください。）
· 給付又は貸出等ができる。
· 給付又は貸出等ができない。
　⇒できない場合は、その理由を下記にご記入ください。







※例：利用予定児童の補聴器に合うワイヤレスマイクを準備することが、予算の都合上、困難であるため。


回答日　　　　　年　　　月　　　日
回答者所属　　　　　　　　　　　回答者氏名　　　　　　　　　　　
（補聴援助システム申請者氏名　　　　　　　　　　　　）
